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岡

山

醫

學

會

通

常

會

同
會

は
豫
報
の
如
く
本
月

二
十
六
日
午
後
三
時
よ
り
岡
山
醫
科
大

學
附
屬
醫
院
南
臨
牀
講
義
室

に
於

て
開
會
し
藤
田
會
長
開
會

を
報
じ

直
ち
に
左
の
講
演

に
移

る

第

一
席
　

電
氣

の
切
斷
せ
る
神
經
の
起
首
細
胞

に
及
ぼ
す

影
響

に
關
す

る
追
加
研
究

醫
學
博
士
　
上

坂

熊

勝

君

伊

澤

好

爲

君

第

二
席
　
顔

面
播
種
状
粟
粒
状
狼
瘡

L
u
p
u
s
 m
ilia
ris

d
isse
m
in
a
tu
s
 fac
ie
i
患
者
(
二
例
)示
説

醫
學
博
士
　
中

川

小

四

郎

君

演
者
は
先
づ
本
症
の

一
般
竝
に
内
外

に
於
け

る
之
れ
に
關
係

せ
る

文
獻
を
引
用
説
明
せ
る
後
臨
牀
上
定
型
的
の
所
見
を
有
し
且

つ
組
織

的
檢
査

に
よ
り
て
確
定
せ
ら
れ
た
る
本
症
患
者

二
例
を
供
覽

せ
り
。

(
自
抄

)

第
三
席
　
「
チ
ラ

ミ
ン
」
の
生
理
的
作
用

に
關
す
る
知
見
補
遺

特
に
「
ア
ド

レ
ナ
リ

ン
」
と
の
差
異

に
就

て
(
第

二
報
告
)

醫
學
博
士
　
奥

島

貫

一

郎

君

富

永

猪

佐

雄

君

　
由
來
「
チ
ラ

ミ
ン
」
は
、
「
ア
ド

レ
ナ

リ
ン
」
と
共
の
化
學

的
構
造

の

み
な
ら
す
、
生
理
的
作
用
も
、
甚
だ
相
似
だ

る
も
の
と
し
て
知
ら
れ

た
り
。
然

る
に
、
余
等
の
種

々
な

る
動
物
臟
器

に
於
け
る
比
較
研
究

に
據
れ
ば
、
「
チ
ラ

ミ
ン
」
の
作
用
法
は
、
「
ア
ド

レ
ナ

リ
ン
」
と
屡
著

し
き
相
異
を
示
し
、
且
其
侵
襲
點
も
、
亦
同

一
モ
見
做
し
難

き
場
合

あ
る
を
證
明
せ
り
。

即
ち
、
「
チ
ラ
ミ
ン
」
は
家
兎
耳
殻
血
管

に
於

て
、
強
き
血
管
收
縮

を
起
す
。
此
作
用
は

「
ア
ド

レ
ナ

リ

ン
」
モ
異
な
り

「
ア
ト

ロ
ビ

ン
」

に
よ
り
て
完
全

に
除
去
せ
ら
れ
す
、
僅

に
其

三
部
抑
制
せ
ら
る
る
の

み
。
依
り
て
、
此
血
管
收
縮
作
用

は
主

と
し
て
「
チ
ラ

ミ
ン
」
の
血
管

筋

に
對
す
る
作
用

に
基
く
も
の
に
し
て
、
其
際
交
感
神
經
刺
戟
作
用

も
多
少
參
與
す

る
も

の
な
り
。

蛙
後
肢
血
管

に
對
す
る
作
用
は
「
ア
ド

レ
ナ

リ
ン
」
モ
異
な
り
、
擴

張
的

に
作
用
す
。
濃
度
甚
だ
高
き
モ
き
は
、

一
時
之
を
擴
張

せ
し
む

れ
こ
も
、
次
第
に
輕
度
の
收
縮
に
移
行
す
。
此
擴
張
作
用
は
、
微
量

の
「
ア
ト
ロ
ビ

ン
」
に
由

り
抑
制
せ
ら
れ
、
又
微
量
の
「
ア
ト

ロ
ビ

ン
」

を
以

て
前
處
置
せ
る
標
本

に
於

て
は
現
は
れ
す
。
故

に
、
此
作
用
は

血
管
收
縮
神
經
の
麻
痺
に
非
す
し

て
、
擴
張
神
經
の
刺
戟
に
因
す

る

岡
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も
の
な
り
と
見

る
べ
く
、
高
濃
度

に
於
け

る
擴
張
作
用
の
減
退
は
、

其
部
の
刺
戟

に
次
ぐ
麻
痺

に
基
く
も

の
な
ら
ん
。

蛙
心
臟
に
對
し
て
は
、
「
チ
ラ
ミ
ン
」
は
「
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
」
モ
同

じ

く
少
量

に
於

て
は
其
の
收
縮
を
強
め
、
膊
數
を
増
加
せ
し

め
、
大
量

は
却

つ
て
機
能
を
麻
痺
せ
し
め
、
擴
張
期
的
靜
止
を
誘
起
す
。
此
擴

張
期
的
靜
止

の
際
檢
す
れ
ば
、
「
ア
ド

レ
ナ

リ
ン
」
の
場
合
モ
異
な
り
、

心
筋
自
己
の
麻
痺
せ

る
を
見

る
。

家
兎
子
宮

に
對

し
て
は
、
「
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
」
モ
同

じ
く
子
宮
の
緊

張
及
び
運
動
亢
進
を
來
す
。
其

の
持
績
は
「
ア
ド

レ
ナ

リ
ン
」
の
場
合

に
比

し
て
長
し
。
「
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
」
の
子
宮
收
縮
作
用

は
、
適
量
の

「
ア
ト
ロ
ビ

ン
」
に
よ
り
直
ち

に
抑
制
せ
ら
れ
、
又
「
ア
ト

ロ
ビ
ン
」
を

以

て
處
置

せ
る
子
宮

に
あ
り
て
は
、
却

て
其

の
作
用
の
轉
換

を
來
た

す
も
の
な
れ
ど
も
、
「
チ
ラ

ミ
ン
」
の
作
用
は
、
之

に
反
し
て
「
ア
ト

ロ

ビ

ン
」

の
前
處
置
及
び
後
處
置

に
よ
り
毫
も
影
響
せ
ら
れ
ず
。
又
抱

水
「
ク

ロ
ラ
ー

ル
」
、
「
パ
パ
ウ
ェ
リ

ン
」
、
酒
石
酸
銅
「
ナ

ト
ロ
ン
」
等

の

麻
痺
毒
に
由

る
子
宮
運
動
麻
痺
の
際
、
「
チ
ラ
ミ
ン
」
は
常
に
或
程
度

迄
之
を
恢
復
せ
し
め
得
。

海
猿
、
天
竺
鼠

の
子
宮

に
あ
り
て
は
、
「
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
」
は
前
述

の
場
合

と
異
な
り
、
常

に
緊
張
竝

に
運
動
の
抑
制
を
來
せ
ど
も
、
「
チ

ラ
ミ
ン
」

は
是
等
の
動
物
に
あ
り
て
も
、
常
に
家
兎
の
場
合
と
同

じ

く
、
強

き
緊
張
及
運
動
の
亢
進
を
惹
起
す
。
從

つ
て
此
場
合

に
は
、

「
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
」
の
抑
制
作
用

に
對
し
拮
抗
す
。
而
し
て
本
作
用

は

「
ア
ト

ロ
ビ

ン
」
に
由
り
、
何
等
影
響
せ
ら
れ
ず
。

以
上
の
諸
事
實

に
よ
り
「
チ
ラ
ミ
ン
」
は
子
宮
筋
自
己

に
其
侵
襲
點

を
有
す
る
も
の
と
認

め
ざ

る
を
得
ず
。

家
兎
及
家
鶏
の
腸
管

に
於
て
は
、
少
量

は
腸
運
動
を
抑
制
し
、
中

等
以
上
の
濃
度

に
於

て
は
、
之
を
亢
進
せ
し
む
。
少
量

に
よ
り
て
起

る
抑
制
作
用

は
、
交
感
神
經
抑
制
繊
維
の
興
奮

に
歸
す

べ
く
、
中
等

量

に
由

る
亢
進
作
用

は
、
「
ア
ト
ロ
ビ

ン
」
に
よ
り
除
去
せ
ら
る
る
を

以
て
、
副
交
感
神
經

の
刺
戟
に
よ
る
も
の
と
信
ず
。
更

に
量
を
増
加

し
腸
收
縮
強
く
な
れ
る
時
は
、
「
ア
ト

ロ
ビ
ン
」
は
最
早
其
の
興
奮
を

取

る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故

に
、
筋
自
己
の
興
奮
せ
し
め
ら
れ
た
る
を

知

る
。

要
す
る
に
、
「
チ
ラ

ミ
ン
」
は
「
ア
ド

レ
ナ

リ
ン
」
の
如
く
、
單
純
な

る
交
感
神
經
毒

に
非

ず
し
て
、
筋
自
己
及
び
副
交
感
神
經
末
梢

に
も

作
用
し
、
寧
筋
自
己
を
襲

ふ
場
合
多
き
を
見

る
。
從

つ
て
、
其

の
分

量
、
動
物
の
種
類
、
臟
器
の
別
、
臟
器
の
状
態

に
依
り
、
甚
屡

「
ア

ド

レ
ナ
リ
ン
」
と
其

の
作
用
を
異

に
し
、
場
合

に
よ
り
之
と
全
く
反

對
の
作
用

を
呈
す
。

(
自
抄
)

右
終
り

て
午
後

五
時

二
十
分

閉
會
す
。
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